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雄 鶏 の蕃 殖 生 理 に関 す る研 究

1V.透 明液の排出機構 に就いて

西 山 久 吉

Studies on the physilogy of reproduction in the male fowl 

     IV. On the mechanism of the ejection of 

               transparent fluid 

            Hisayoshi Nishiyama

1.緒 論

著者は第3報 に於て,雄 鶏の射禺糖液中に,射 出の際,透 明液(生 殖腺分泌液)の 混入

することを確め,こ の透明液は生殖隆起又は淋巴褶襞の何れか一方又はその両者 より排出

し,且 つその排出にけ淋巴褶襞 と生殖隆起を勃起せ しめる淋巴とが関係 をもつ ものであろ

うと推定 した.

本論文は,と の透明液の排毘部位並 に才づ隅 の機構 を明かにせんとするものである.

本研究は終始丹下教授の御指導のもとに行はれた.鼓 に謹んで感謝の意を表する.

II.材 料 及び研 究方 法

本実験は生体に於ける実験即ち,生 殖隆起叉は淋巴褶襞 の除去,或 はGe飽ssreicher

K6rperと 之等の器官との連絡部の結紮による(第1報,第2報 参照)透 明液排出量の変

化の観察,並 に屠殺 後の観察即ち,屠 殺後排泄腔を摘出 した材料に於て,Gefassreicher

K6rperよ りリンゲル氏液,又 は熔融せ しめた10%ゼ ラチ ンを注入 した場合の注入液

の排出部位の観察の二つ よりなつている.

鯖1表

1第1[・ 拠 置 ・2/21/・481第 ・鵬 置1/・ 。/・4,91一 第3回 雌1/22/'49

T1

T2

T3

T4

T6

入字歌緒襲 の両端 切除

淋 巴 摺 壁 の 切 除

Gef芭ssreicllerKorperと

生殖 隆 起 との 連 糸各部 り結 紮

同.L

同

結 禦 除 去

「,一 一 辱 一,辱

1
淋 巴 栩 壁 の 切 除

同

レ腕 隆起の切除

上

上1同 上

淋 巴 摺 壁 の 切 除

同 上

生 殖 隆 起 の 切 除

*T4は 第1回 処置り約2ク9月 前に生殖隆起を切除してゐた.
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第1の 実.瞼に於ては第1表D如 く,T1～T4及 びT6の5羽 の雄鶏を使用 し,第1回 ～

第3回 に亘る2～3回 つ処置を行い,第11rll処 置後 は処置当日より5日 闇,第2回 処置後

は処置当日より5日 間,第3回 処置後は処置後10日 目より5日間,マ ツサーヂ法に依 り

精液採取を行い,主 として透明液の排出状況 を観察 し,併 せて精液量,精 子数,精 子対精

清の割合 を測定 した.樹 第1回 処置前の状態 を知 る為,12月6日 より5日間,同 様の観

察及び測定を行った.

精子対精清の割合D測 定はヘマクリツ1・に一定量の精液を入れ,最高回転で30分間 遠心

分離 し測定 した.生殖隆起及び淋巴褶襞 の切除は軍に鋏 を以て切除するに止 め,電気焼灼器

に依る焼灼を行はす,淋 巴褶襞 の除去では下方に位置する連絡 部 を傷けない 様に注意 し

た・GefassreicherKorperと 生殖隆起 との連絡部の結紮は第2報 に遠べた通 りであ り,

T3,T6は 同一の材料である.叉T4は 第1回 処置約2ヶ月 前に生殖隆起を切除 してい

た ものである.第2の 実験に於ては,第1報 の注入実験 と同様の方法で行つたが,注 入の

部位は一側のGefassreicherKorperに 限定 し,注 入液はリンゲル氏液,少 量のゲンチ

アナバイオレッ トを混入した10%ゼ ラチン液又は墨汁を加えた10%ゼ ラチン液を使用

し,注 入によつて注 入液の排出する状況 を観察 し,更 にこの材料を10%ホ ルマリン液に

て固定 し,切 片として観察 した.リ ンゲル氏液注入による排出部位の観察に当つては,排

泄腔に炭末を散布 し,徐 々に注 入して炭末の漁潤する部位 を確めた.

IIL実 験 結 果

(1)生 殖隆起叉は淋巴褶襞 の切除,或 はGefassreicherKorperと 生殖隆起 との淳

絡部の結紮に依る透明液排出量の変化.

T1;T1に 於ては第1回 処置前,多 量の透明液の排出があ り,一 方精管内精液の射出量

は極めて少く,連続4回 の精液採取に当つて,殆 んどその混入を認め得ないか叉は1回 目

に僅少量の精管内精液が混人するにすぎなかつた.従 つて採取せ られた 精液量は0.27cc

であるが,精 液濃度は極めて薄 く,精 子対精清の割合 も0.01対9.99で あつた.第1回

処置(八 字状褶襞 両端の切除)に より,透 明液の排出は減少 し,一 方精管内精液量が増加

した.即 ち精管内精液は大部分1向,2回 目に射出され,透 明液は4回 を通 じて排 出され

るが,そ の量は処置前より減小した.処 置後1日 目及び2日 目には傷が治癒せす,血 液が

精液 に混 じて採取せ られた.第2回 目の処置は行はなかつたが,1月10Hよ り5H聞 の

観察では,精 管内精液は一層 多く射出され,透 明液は4回 を通 じて排出されるが,そ の量

は一層減 少した.斯 くして,第1回 処置後は,精 液量に大差なく幾 らか減少した程度であ

るが精子濃度は惹激に.上昇した.次 いで淋巴褶襞 の除去後は透明液の排出は全 く停止 し,

精管よりの精液の射出も幾 らか減少し た.従 つて精液量は0ユcc以下 に減少し,精 液濃

度は極めて高くなつた.

T2;第1回 処置前,連 続4回 の採取に当 り,透 明液は 毎回排出せ られ,そ の排出量多

く,精 液量,精 子数は各々0.4cc及 び835,000を 示していた.淋 巴褶襞 の除去直後は透

明液の排 出量は減 少し,他 方精管内精液の射出量 も減 少し,精 液濃度は処置前 と大差ない
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が,精 液量は0.14ccに 減 少した。其後透明液の排出量は幾分減 少したが,精 管内精液量

は短 日増加 し,精 子濃度,精 液量が増加 した.1月10日 以後の観察に於ても,排 出され

る透明液は少量で,精 管内精液の射出量多 く,精 液量0.5cc精 子数2,240,000で あつた.

透明液の排出状況 は処置前 と同様に連続4回 の凡ての場合に排 出され,唯 毎回の排出量が

少量 となつたにすぎない.精 管内精液は1回,2回,3回 に亘つて射出された.生 殖隆

起の除去に依 り,透 明液の排出は全 く停止 し,精 管内精液 も第1回 のみに射出され,従 つ

て急激な精液量の減少,精 子濃度の増加となつて現はれた.

T3;処 置前,透 明液の排出は多量で連続4回 の採取 中全回に亘つて排出され,精 液量

は0.77cc精 子数1,333,000を 示 していた.第1回 処置即ち,GefassreicherKorper

と生殖隆起との連絡部の結紮に依 り,透 明液の排出は停止 し,精 液は幾 らかの血液 を混 じ

た粘液と共に採取せ られ,採 取精液量は0。3ccに 減少し,精 子数は3,104,000に 増加 し

た.処 置劉=!に は 右側結紮絲 の弛緩並に右側八字状褶襞 の勃起 と共に透明液の排出があ

り,1回 口Iri色精液,2回 目白色精液に続いて透明液の排出があ り,3回 目には透明液の

みの排 出が認められた.処 置2日 目より5日 目に亘 り,次 第 に透明液の排出量及び排出回

数は増加 し,特 に処置後5日 目には透明液の排出量は処置前に匹敵 する程多量となつた.

この為,処 置11・1Hよ り5日 目に亘 り精液量は次第 に増加 し,精 液濃度は減少して行つた.

処置後4日 口及び5H目 には透明液が膨大 した右側のみより排出されるのが認められた.

結紮絲の除去により透明液排出の量及び状態 は第1回 処置前に復帰 し,採 取 された精液の

量及び濃度 も略 々同様となつた(結紮絲 の状態,生 殖隆起膨大の状況 は第2報 参照)淋 巴

褶襞の切除(第3回 処趾)後 透明液は除去前と同様毎回排出されたが,排 出量は減少 し,

精液量の減少,濃 度の上昇が作つた.

T4;T4は1死 に生殖隆起を除去 していた個体であるが,連 続4回 の採取 を通 じ透明

液は相当多量に排出され,一 方精管内精液の 射出量も多 く,精 液量は0.64cc,精 子数

2,318000で あつた.第1回 処置即ち生殖隆起とGefi'ssreicherKorperと の連絡部の結

紮直後並に21il目 には白色の精管内精液は連続3回 に亘つて射出されたが,透 明液は全 く

排出されなかつた.3日H以 後,右 側結紮絲 の弛緩と共に少量の透明液の排出が自色精液

の射出に続いて認められた.斯 くして採取された精液は結紮1El目,2日 目は最 もノijく,其

後次第 に増加 し,精 子濃度は之と共に低下 した.第2回 目の処置に依 り結紮絲を除去した

が,透 明液の排出は結紮前の如 く多量ではなく,第1回 処置後牛の排出に匹敵 し,た だ排

出回数が増加 し4回 採取中3、4回 少量排出された.一 方精管内精液の射出量 も僅か 乍

ら増加 し,こ の為第1回 処置後 よりも精液量は増加 し,精 子濃度は略k同 様であつた.

次いで淋巴褶襞 の除去後は透明液 の排出は全 く停 止 した.一 方白色精液 は連続3～4

回相当多最射出され精液量は0。27ccに 及び精子数 は9,316,000で 甚だ濃厚であつた.

T6;第1回 処置前,透 明液の排出は 多量であつたが,白 色精液の射出量は極めて少

く,T1の 処置前と同様の状態 にあつた.生 殖隆起及びGefassreicherKorperの 漣絡

部の結紮に当り,最 初の不完全結紮後は少量の透明液 を排出したが,続 いて行はれた完全

なる結紮の後には1'1色精液及び透明液は何れも排出されす,精 液は採取 し得なかつた.2

日口には透明液の排出は処置前に比べて急激 に減か して少量 となつたが,全 く停lhす るこ
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とな く2回 目及び3回 目に少量の排出があつた.こ の際右側結紮絲 の弛緩,右 側八字状 摺

襲の膨大が認められた(第2報).一 方精管よ り射出される精液量は処置前より著 しく塘

加 し,斯 くて精液濃度は急激に増加 した.3日 目以後透明液の排出量け排出回数の増加 に

依 り幾 らか増加 したが,同 時に精管内精液の射 出量が埆加 した為,精 液量のみならす精液

濃度 も上昇 した.結紮絲 除去(第2回 処置)に 依 り透明液は連続4回 採取の全回を通 じて

排出され,第1回 処置後よりも精液量は増加 し精子濃度 は減 少した.然 し透明液の排 出は

結紮前の如 く多量には排 出されなかつた.第3回 処置に依 り生殖隆起を除去 した後は透明

液の排出量は減少し,精 液濃度の上昇が伴つた.

第2表:T1.

精 液 量

精 子 数

精 子 量

処 置 前

範 剛 鞠

0.11～0.45

0。04～1.68

0～0.05

0.27

0.448

0.01

第1回 処置後(A)第1回 処置後(B)

範 酬 鞠 範 剛 鞠
0.'9(蛹1翻 す厩rl-魏1

212(248)539

～960(564)

0L1(0L12)O.43

～0●80(0●43)

112～3,4162,276

0●9～1.81.4

第2回 処 置 後hτ 　

剛 溺
0。C6～0.08

4,366～6,800

2.5～3.O

O.07

5,502

3.0

精液量=cc・ 精子数=輩 位1000・ 精子且二精液10に 対する精子量.

()・ ・混入せる推定並L液量を差引いた価.

錦3表:T2.

精

精

精

処 置 前 第1回 処置後(A)

範 則 穐 範 囲Lit
-iig"j-L

液 量 ・… 一 ・・ssl… 。O'14(α 鶏 β1

子 数316・-t,464i835688(8喩 。6。

子 量0.5～LO O.80・5(0.6)
～{.7

0。25

(0.23)
1,819

(1899)
1.1

(i.1)

第1回 処置後(B)第2回 処 置 後

範 副 鴨 範 副 幽
0.39・vO.82

1,952へ/2,816

1.2～1.6

0.55

2,240

i.4

0.02～0.08

4,976～ ・9,360

2.6～3,4

0.06

7,076

3.1

第4表:T3.

精 液 量

精 子 数

精 子 量

処 置 前

範 酬 勅

0.60・ ～・1.04

688・ ～ノ1,864

0.8～1.1

0.77

1,333

0.9

第1回 処置後 第2回 処置後

範 剛 噛 範 酬 鞠

0.3(㌧O.98

1,168(ゾ3,104

1.1～1.7

0。510.48・ ～・0β6

2,006580!・)1,644

1.30.6～1.2

0.65

1,256

0.9

第3iLil処 置 後

範 剛 鞠
0.41～0。610.48

1,112～!2,7362,203

1」⊃()1.61.4

第5表:T4.

精 液 量

精 子 数

精 子 量

処 置 前

範 剛 鞠

α35_葡T軌64

1,584～4,5762,318

1.O～2.31.4

第1回 処置後

範 剛 噛
0.19(ノ6.34

2,484!>6,880

1.5～2.9

0.26

4,871

2.2

第2回 処置後

範 酬 鞠

0。28～O.410β9

3,630・v5,8804,826

1.8～2.52.1

第3回 処置後

範 剛平均r

0.20～0●37027

6・32。～11・8COi9・136

3.○～4.513.5
1
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第6表:T6.

精 液 量

精 子 数

精 子 量

処 置 前

範 囲 1鞠
021～0.410.34

0.04～8415.5

0～0璽050.03

第1回 処置後

範 囲

1・21-・ ・43
1,048～2,192

0.8～1.3

・陶[

第2回 処置後

範 囲

O.3210.28～O.42

1,7231,056～1,960

1.10.7～1.1

1鞠
O.34

1,366

0.8

第3回 処置後

築 囲 1噛
0。13～0.31

.2,212～3,780

1.3～ ・2.0

0.23

2,826

1.6

以上の如 き実験結果 より,生 殖隆起又は淋巴褶襞 の切除或はGefassreicherKorperと

生殖隆起との連絡部の結紮に依る透明液排出量の変化は次の如 く要約するととが出来る.

1.生 殖隆起切除の影響(T1,T2,T4,T6);生 殖隆起の切除に依 り透明液の排 禺

は減 少するが,術 相当量の排揖が認められ(T4,T6;特 にT4に て多し),既 に淋巴摺

襲を除去 していた個体で生殖隆起を切除すれば 完全に透明液の 排出は 停止する(T2).

伺生殖隆起切除の効果は生殖隆起の内,八字状褶襞 の両端のみを切除した場合にも同様に

認められる(T1).

2.淋 巴褶襞切除の影響(T1,T2,T3,T4);淋 巴褶襞 の切除に依 り透明液の排出

は減 少し(T2,T3,T4),既 に八字状網襲の両端を除去 していた個体では透明液の排出

は停止する(T1).

3.生 殖隆起 とGefassreicherKorperと の連絡部結紮の影響(T3,T4,T6);蓮

絡部の結紮が完全な時には透明液の排出は停 止し(T3の 処置当日及びT4の 処置当日並

に2日 目),結紮絲 の弛緩叉は1側結紮絲 の脱落 と共 に透明液の排出が始まる(T3,2

日目より:T4,3日 目より:T5,2日 目より).結紮絲 の除去に依 り透明液の排出量は檜

加 し,3羽 中1朋(T3)は 殆んど処置前の排出量に復帰 したが,他 の2羽(T4,T6)は

処置前ほど多量に排出されなかつた.

(2).排 泄腔摘出材料に於て,そ のGefassreicherKOrperよ り,リ ンゲル氏液叉

は10%ゼ ラチン液 を注入せる場合の注入液排出部位の観察.

摘出した排泄腔に炭未を散布 し右側GefassreicherKorperよ り"リンゲル氏液"を 静

かに注入すれば,第1報 に報告 した如 く,左 右の淋巴褶襞,生 殖隆起並に対側のGefass・

reicherKorperの 存在する部位が膨ノくする.尚 隷かにリンゲル氏液を注入 し生殖隆起等

の膨大を続ける時は先づ第1に 生殖隆起 と淋巴褶襞聞の溝が濡れ始め,次い で淋巴褶襞 の

全面が浸潤 し,更 に淋巴褶襞 と第2褶襞 に溝に及び,最 後に両八字状褶襞 両側内方の淋巴

褶襞に接する部分が濡れ始める.淋 巴褶襞 が浸潤 し始めた時の生殖隆起の大 さは生体に於

ける生殖隆起の勃起時の大さに比べて遙かに小さい.注 人の圧力を増加すれば生殖隆起,

淋巴禰襲は大いに膨 尺し,更 に八字状褶襞 と淋巴褶襞間の溝(淋 巴褶襞 と 同様の組織的

構造をもつ)も 大い に膨大 して生殖隆起,淋 巴褶襞 は連絡 し,こ の部分及び淋巴褶襞 より

多量の リンゲル氏液 を流出して排泄腔下面に貯留する.こ の際生殖隆起の全面 も液 によ

り浸潤する.淋 巴褶襞 並に膨隆せる溝の部分(本 文に於ては以下両者を淋巴褶襞 と呼ぶ)

よりの液の 流出状況 はその 全面 より浮き上る如 く浴れ出るのであつて,組 織全面より滲

み出る如 く観察された.以 上の実験は数回反復 し,常 に同一の結果を得たが,八字状 楮裳
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両側内方の浸潤並に注入圧力増加による生殖隆起全術の浸潤が果 してこの部 よりの液の盗

出に依るものか或は淋巴褶襞 又は排泄腔下面 に貯溜せる液の理学的浸潤に依るものか明か

でない為,生 殖隆起等を上述の如 く膨大せ しめた後,生 殖隆起の両側,即 ち淋巴褶襞 との

聞に吸墨紙 を当て淋巴槽髪 より流出した液を之に吸い取 らせ,生 殖隆起への液の理学的浸

潤を防いで同様の実験を行つた.斯 様 にして注入すれば,淋 巴褶襞 よりは多量の リンゲル

氏液が流出 し吸墨紙を濡すが生殖隆起には液の浸潤なく,液 の盗出は淋巴褶襞 のみである

ととが明か となつた.之 等の結果は熔融せ しめた 着色10%ゼ ラチン液又は墨汁 を加え

た10%ゼ ラチン液 を用い ても同様に得 られ(こ の場合は排泄腔に炭末を散布 しない),

大なる圧力を加えることな く,淋 巴褶襞 より多量のゼ ラチンが盗出し,生 殖隆起 より盗出

しないことは リンゲル氏液注入の場合 より一層明かであつた.注 入せるリンゲル氏液又は

10%ゼ ラチン液の内,淋 巴褶襞 より浴出するもの以外はA.pudendalisinterna:c'Z!z

うて走る淋巴管の断端 より流出するが,こ の管を結紮すれば流出は停止 した.

次 に排泄腔摘出の同様の材料に於て,第1項 の生体に於ける集験を反復する為,淋 巴褶襞

,生殖隆起又は生殖隆起とGefassreicherKorperと の連絡部 を結紮 し,一・一側のGefas・

sreicherKorperよ リリンゲル氏液文は10%ゼ ラチン液を注入 した.淋 巴褶襞 を結紮

し(こ の組織を上方にピンセッ トにて持ち上げ縫合綜にて結紮する)一 側 のGefiissrei-

cherKorperよ り注 入すれば,生 殖隆起及び対側のGefassreicherKorperの 存在する

部位が膨大するが,?rzの 時淋巴褶襞 の結紮が生殖隆起との溝の部分を含めて完全に行はオ1

ているならば液の浸潤は全 く起 らないが,生 体に於て淋巴楮襲を切除 した場合の如 く,そ

の隆起部のみを結紮する時は生殖隆起 との溝の部分が結紮 されない為,こ の部 より注入液

は盗出し生殖隆起の外側を浸潤 した.生 殖隆起を結紮 し,一 側のGefassreicherKorper

より注入すれば,同 側の淋巴褶襞 は大いに膨 尺して多量の リンゲル氏液又は10%ゼ ラチ

ン液を流出するが液は生殖隆起を越えて対側に達せす,対 側の淋巴褶襞,Gefassreicher

K6rperの 存在する部位の膨大は起 らなかつた.GefassreicherKorperと 生殖隆起と

の連絡部の結紮は,第 一一項に於ける生体の実験と同様に排泄腔外皮を通 じて結紮すれば,

生殖隆起の膨 た,液 の浴出 は起 らないが,注 入圧力を著 しく増加する時は,強い 結紮を行

つていて も,生 殖隆起,淋 巴褶襞 への液の浸入,膨 大が起つた.と の結紮を排泄腔外皮を

通 さす,排 泄腔粘膜画 より,曲 針を以て結紮する時には結紮は完全とな り,注 入圧力を増

加 しても生殖隆起等へ液の浸入することはなかつた.従 つて注入は不可能であつた.

(3).排 出部位の組織的観察

10%ゼ ラチン液 女はゲンチアナバイオレッ トにて着 色した10%ゼ ラチン液を熔融 し

て注入 した後固定 した材料では,淋 巴室隙内に貯留する多量のゼラチンの状態 は観察 され

るが,排 出部位の瞼査を行 うことは不可能であつた.一 方墨汁を加えた10%ゼ ラチン液

を注入した材料にあつては墨の粒子がゼラチンの通過 した微細な部分にも認められ,液 の

排出部位が明かに観察 された.即 ち,淋 巴褶襞の粘膜 下織に存在する淋巴洞内にはゼラチ

ンが充満 し,粘 膜下織表層の比較的緻密な部分では細胞の周囲を囲み,円柱状 上皮の部に

あつてはその細胞間隙を通 して外部に排出していた.淋 巴褶襞 には多数の微細な鐵が存在

するが,こ の雛の上面及び側面は最も良 く通泄 して居 り,搬 の底部は通常排出が認められ
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なかつた.又 嫉のない部分では全面的に通渦 してい るが,そ の通過の度合は瓠部の上面,

側面程顯著でなかつた(附 図1,2,3).生 殖隆起の部に於ては,粘 膜下織の淋巴洞にゼ

ラチンが充満することは淋巴褶襞 の場合 と同様であるが,之 より粘膜 下織上暦の比較的緻

密な部分に浸入するものは甚だ少 く,ゼ ラチンが重暦扁平上皮 を通過 した形跡は全 く認め

られなかつた(附 図4,5).

IV.考 察 及 び 結 論

排泄腔摘出材料に於て,一 側 のGefassreicherKorperよ リリンゲル 氏液 を注 入して

生殖隆起及び淋巴褶襞 を膨大せ しむれば,マ ツサPヂ 法による精液採取の際の勃起状態 よ

り遙かに少い膨大朕況に於て,注 入せる リンゲル氏液は容易に淋巴褶襞 より流出する.而

も熔融 した10%ゼ ラチン液の如 く粘度の高い ものでも同様に淋巴褶襞 より盗出する.一

方生体に於て,生 殖隆起及び淋巴褶襞 を,射 出の際膨大.勃 起させるのは両側のGefass・

reicherKOrperに 於て生産された淋巴*が 強い圧力で生殖隆起及び淋巴褶襞 に流入する

為に起るものであるか ら(第2報),こ の淋巴は当然生殖隆起及び 淋巴褶襞 が 膨大 してい

る聞,淋 巴褶襞 より流出する筈である.生 殖隆起とGefassreicherKorperと の連絡1部

の結紮実験に於て,結 紮完全なる時は生殖隆起の膨大,透 明液の排出な く,そ の弛緩,除

去に依 り生殖隆起の勃起 と共に,そ の排出が再現する事実はGefassreicherKorperに

依つて生壁された淋巴が生殖隆起を勃起せ しめ,同 時に之が流出することを示すものであ

る.斯{差 にして,排 泄腔摘出材料の実験に於てはGefassreicherKorperに 於て生産さ

れた淋巴が淋巴褶襞 のみよ り排出される結果となつて居るが,他 方生体に於ける実験 に於

ては一部が淋巴褶襞 より排出し,一 部が生殖隆起より排出される結果となつている.然 乍

ら,排 泄腔摘出材料に於て,淋 巴憎襲の結紮に当 り,生 体の淋巴褶襞 切除の場合の如 く,

その隆起部のみを結紮する時は,生 殖隆起,淋 巴褶襞間の溝は淋巴裾髪の延長である為,

注入によりとの部は膨 メくして注入液はこの部分 より排出され,生 体に於ける淋巴褶襞 切除

の場合 と同様の結果が認められる.事 実,生 体に於ける実験は,排 泄腔摘出材料の実験に

先んじて行つた為,生 殖隆起及び淋巴褶襞 闇の溝の部分が淋巴楮襲の延長たることを知 ら

す,iじF方 に存在する淋巴の通路を損傷することを恐れて,そ の隆起部のみを切除した.

一方生殖隆起の切除は,完 全に行 う為,そ の両側に蓮る溝の部分をも切除して居 り,斯 く

て,生{!ドに於ける生殖隆起の切除,淋 巴褶襞 の切除は,実 際には,生 殖隆起及び淋巴褶襞

の一部切除,並 に淋巴褶襞 の一部残留の結果 とな り,従 つて両者の切除は共に透明液排出

の減少を来 し,両 者を共に切除 した時初めて透明液の排出が停止 したのである.T1に 於

ける八字状褶襞 両端の切除が生殖隆起の 切除 と同一の 効果を示 したの も,淋 巴褶襞 一部

*鶏 に於て,生 殖隆起より直接採取れ さた液も(第3報),排 出された透明液 も無色水様のもの

で,杢 く凝固しない.従 つて,こ の液が鶏の通常の淋巴と同じものであるか否かに就いては今後

の研究に侯たねばならない.然 乍ら,GefassreicherKorper,生 殖隆起等の組織的構造 より

(第1報),又 マツサーヂに依る排出状況より(第3報)淋 巴に属するものであることは誤 りない

と思はれる・本論文では便宜上之を淋巴と呼ぶ・
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切除と匝う同一の結果に基づ くものに外ならない.以 上違べ来つた処 より明かな如 く,透

明液は淋巴褶襞 のみより排 出され,生 殖隆起よりは排 塒されないと言ひ得るであろう.墨

汁 を混人せ る10%ゼ ラチンを注 人した材料の組織 学的検査 に於ても,注 入液は生殖隆起

の重暦扁∠F上皮を通過するものはな く,淋 巴摺腱の円柱状上皮 よりは多量の流禺が認めら

れることは,上 蓮の結果を裏づけるものである.

斯 くして,GefassreicherKorperに 於て生崖された淋巴は淋巴摺裳の円柱欺上皮の細

胞聞隙を通 して排出され,と の液が前報及び本報告に記載せる透明液の主傑を成すもので

ある,省 淋巴褶襞 の円柱状L皮 細胞は多くの努泌願粒を持ち,分 泌腺の形態を示 して居る

か ら,透 明液には幾 らかの淋巴褶襞の分泌液 も混入 して居るものと考えられる.

薯者は先に,透 明液の精子に対する作用に就いて 報告を行い,同 液が鶏精子に対 して良

好なる稀釈液に属することを蓮べたが,と の液が淋巴を主体 とするととが明らかとなつた

今日,淋 巴の鶏精子に対する作用が問題 となろう.遺憾ながら薯者は,淋 巴申に於て鶏精子

の生存期開等を研究 した報告を見ないが,之 と近似する血清 は鶏精子に対 して良好なる稀

釈液 であると言われてゐる(Grodzinski&Marchlewski,1935).荷 同氏等は1就漿に鶏

精液を加える時は凝固する旨を述べているが,先 に報告 した"カ ラザ樵物質"の 発現はこ

の現象と或種の関係 を持つ ものではないか と推察 される.

GefassreicherKorperと 生殖隆起との連絡部の結紮の 後,紀 紮懸の僅かの弛綾に依

り,既 に生殖隆起の幾分の勃起,透 明液の排出が観察 されたが,12嘱 排泄腔外壁を通 して

結紮 した為,淋 巴の麺路そのものの結紮は,排 泄腔摘出材料に於ける結紮実験 に於て明か

な如 く,比 較的不完全であつた為であろう.叉結紮絲 除去後の透明液の排出量が結紮前に

比べて少量であるのは,約20日 閣の結紮に依 り,そ の通路が狭窄 した為 と考えられる.

摘出材料に於 ける生殖隆起結紮の実験 に於て,一 側のGefassreicherKorperよ り注

入せる液が対側のGefassreicherKorper,淋 巴褶襞 に浸入 し得ないのは,生 殖隆起の下

方に淋巴褶襞 に於 けるが如き淋巴の通路が存在 しないこ とを示すものである.

T1及 びT6に 於て,・第1回 処置前,精 管より射出された精液は甚だ少量で精液濃度は

極めて稀薄であつたが,処 置後急激に精管内精液の射出が増加 した.こ の処置前後の間隔

は僅か10H問 にすぎず,飼 養管理 も叉同一條件のもとに為 されていたから,tの 精管内

精液の急激なる射出増加の原因は明かでないが,或 は第1回 処置の刺戟によ り精子生産を

増加 した ものではないかと推定される.雌 鶏に於ては,卵 巣又は体の傷害が,個 体 にょ

り,産 卵を促進せ しめる というが(Steggerda;1928,1930),他 方Rothchildand

Fraps(lg45,1947)は,手 術により産卵性の 低き佃依に於て,退 化濾胞の形成や排卵の

逞延がをこることを報告 している.

最後に透明液排出の機構を組織学的検査 の結果及び第1報,第2報 の結果をも参照 して

記載すれば次の如 く要約することが出来 よう.

即ち,性 的刺戟に依 り,GefassreicherKorperに 於て,A.pudendalisinternaの

血液 より生産された淋巴又は淋巴性の液は,瑚 囲のLymphbiIdungsraumを 満た し,

次いでその後方より淋巴の通路を通つて淋巴褶襞 及び生殖隆起の淋巴洞に流入する.そ の

流入した淋巴の圧力の増加によつて生殖隆起及び淋巴褶襞 を膨大勃起せ しめる.之 れと同
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時に,淋 巴褶襞 に流 尺した淋巴はその淋巴洞 より,皮 下織L暦 の比較的緻密 な細胞の周囲

を流れて円桂状上皮に達 し,微 細なる鐵の底部以外の部分 より,そ の細胞間隙を通つて外

部に排出される.こ の排出された淋巴(或 は淋巴類似の液)が 透明液の主体を成すもので

あるが,之 れ少量の淋巴摺簑の分泌液 を混じて透明液 を構成するものと思はれる.斯 く

して排出された透明液は同時に射出される精管内精液 と混 じ,勃 起露出した生殖隆起に依

つて作 られる縦溝に溜うて体外に射出される.間もなく 淋巴の生産は停 り,生 殖隆起並に

淋巴褶襞 内の淋巴はA.pudendalisinternaに沿うて 走る淋巴管へ流 出し,圧 力は低下

し,生 殖隆起及び淋巴褶襞 は旧に復 し,之 れと共に透明液の排出を停止 する.之 等の現象

は続い て行はれる性的刺戟に依つて同様に繰返され,精 管内精液の射出が行はれない場合

で も,鶏 が性的刺戟に反応 して生殖隆起等の膨大を起す限 り,透 明液は排出される.
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 Resuine 

As the writer described in the preceding paper (Nishiyama, 1950 b), the 

election of "Phallus" as well as the swelling of "Lymph-folds" are caused by 

the lymph or the fluid similar to lymph which is separated from blood copi-

ously in the tissue of the "Gefassreichem Koirper." The lymph flowed in the 

lymph sinuses of the "Lymph-fold" gets to the loose connective tissue under-

lying beneath the columnar epithelium, and it still flows out of the "Lymph-

f old" through the intercellular spaces of the epithelium; the lymph does not, 

however, flow out of the "Lymph-fold"at the bottom of small crevices of fold. 

 The transparent fluid, which the writer describes in his papers, is considered 

to be the lymph flowed out of the "Lymph-folds" in the manner above-

mentioned, and it might be true that very small amout of secretion from the 

epithelial cells is added to the lymph to make up the transparent fluid.
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